
　

稲
作
部
会（
大
塚
公

隆
部
会
長
）は
、
育
苗

技
術
向
上
や
栽
培
に
向

け
た
注
意
点
な
ど
を
説

明
す
る
、
水
稲
育
苗
技

術
講
習
会
を
３
月
20
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

苗
半
作
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
高
品
質
・
高

収
量
の
米
生
産
に
は
健

苗
育
成
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
講
習
会
に
は
生

産
者
約
80
名
が
参
加
し
、

地
域
振
興
局
の
中
村
智
幸
氏
と
フ
ァ
ル
マ
㈱
深
谷
富

夫
氏
を
講
師
に
、
次
年
度
へ
向
け
た
栽
培
管
理
や
病

害
虫
対
策
を
説
明
し
て
、「
春
先
の
低
温
や
日
照
不

足
等
に
対
応
し
た
、
育
苗
環
境
の
適
正
温
度
管
理
に

心
掛
け
、
早
め
早
め
の
防
除
を
心
掛
け
て
欲
し
い
。」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

種子消毒から田植えまでの管理を説明

健苗育成に向けて、稲作部会が栽培講習会を開催

　

３
月
６
日
に
能
代
市
立
常
盤
中
学
校
か
ら
、
Ｊ
Ａ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
『
い
な
ほ
の
里
』
に
対
し
、

機
能
回
復
訓
練
等
に
使
わ
れ
る
平
行
棒
１
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
毎
年
、
常
盤
小
学
校
児
童
も
所
属
す
る

Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
で
ア
ル
ミ
缶

や
空
き
瓶
等
の
回
収
、
募
金
活
動
等
に
よ
る
収
益
金

を
活
用
し
、
市
内
福
祉

施
設
へ
備
品
を
寄
贈
し

て
い
ま
す
。

　

い
な
ほ
の
里
に
は
、

昨
年
も
介
護
ベ
ッ
ド
を

寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
長
の
大

倉
慎
也
さ
ん
は
「
今
後

も
奉
仕
活
動
を
通
じ
、

人
の
役
に
立
つ
取
組
を

行
っ
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

常盤中学校がいなほの里へ、福祉用具を寄贈
生徒と地域が一体で、奉仕活動を実践

◀
栽
培
管
理
に
つい
て
理
解
を
深
め
る

▶
寄
贈
さ
れ
た
福
祉
用
具
の
平
行
棒

　

平
成
26
年
度
経
営
計
画
等
を
協
議
す
る
臨
時
総
代

会
が
３
月
25
日
、
能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
全
５
議
案
や
付
帯
決
議
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
代
会
に
は
総
代
５
０
０
名
の
う
ち
、
実
出

席
１
９
３
名
・
書
面
議
決
２
５
４
名
・
委
任
状
６
名

の
合
計
４
５
３
名
が
出
席
。
は
じ
め
に
石
山
組
合
長

が
「
新
た
な
農
政
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
、
農
業
は
依

然
厳
し
い
状
況
だ
が
、

地
域
に
根
ざ
し
た
事
業

を
展
開
し
て
、
組
合
員

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
を
目
指

す
。」と
挨
拶
。
そ
の
後
、

経
営
計
画
や
定
款
の
役

員
定
数
変
更
な
ど
が
協

議
さ
れ
、
満
場
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

経営計画など全５議案を協議

平成26年度の事業へ向けて、臨時総代会を開催

▶
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業
を
話
す
石
山
組
合
長
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